
イ
ギ
リ
ス
工
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び

土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義
(
一
二
)

大

河

内

暁

男

第
五
節

作
業
場
等
の
賃
借
と
所
有
の
利
益
計
算
と
減
価
償
却
認
識
の
形
成

土
地
な
ら
び
に
作
業
物
等
固
定
設
備
を
白
か
ら
所
有
し
て
工
業
経
営
を
お
こ
な
う
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
を
賃
借
し
て
経
営
活
動
を
お
こ

な
う
か
、
こ
の
二
者
択
一
に
際
し
て
の
経
営
者
の
判
断
の
基
院
と
な
る
利
益
計
算
は
、
当
該
資
本
が
適
五
経
営
規
模
に
達
し
た
場
合
の
遊

離
賛
金
あ
る
い
は
余
剰
資
本
の
処
分
方
法
と
し
て
土
地
等
を
購
入
す
る
場
合
を
拾
然
し
、

入
を
捨
象
し
て
し
ま
え
ば
、

ま
た
、
無
概
念
的
な
不
動
産
所
有
慾
に
よ
る
購

上
来
述
べ
来
た
っ
た
諸
条
件
の
も
と
で
は
、
従
っ
て
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
前
半
と
い
う
時
点
の
イ
ギ
リ

ス
に
お
い
て
は
、
こ
こ
に
試
論
と
し
て
要
約
す
る
な
ら
ば
、

理
論
的
に
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地
や
作
業
場
等
宏
賃
借
す

る
場
合
に
は
、
経
営
資
金
全
額
が
直
接
生
産
過
程
げ
に
投
下
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
産
し
、
獲
得
さ
れ
た
利
潤
の
中
か
ら
賃
借
料
(
地
代

お
よ
び
利
子
た
る
作
業
場
等
使
用
料
)
を
支
払
っ
た
残
余
が
、
当
詰
資
本
の
取
得
す
る
利
益
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
土
地
や
作
業
場

イ
ギ
リ
ス
エ
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
組
員
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

一
四
三



イ
ギ
リ
ス
エ
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

四
四

等
を
自
己
所
有
し
て
経
醤
す
る
場
合
に
は
、
当
初
の
資
本
の
う
ち
一
部
分
は
土
地
や
作
業
場
等
の
購
入
あ
る
い
は
建
設
の
た
め
に
投
下
さ

れ
、
残
余
の
資
金
が
直
接
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
そ
し
て
土
地
や
作
業
場
等
に
投
下
さ
れ
た
資
金
は
利
子
生
み
資
本
に

(
2
)
 

擬
制
さ
れ
て
利
子
を
生
み
、
直
接
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
た
資
金
は
、
賃
借
経
営
の
場
合
と
同
じ
様
に
利
潤
を
生
み
、
こ
の
利
子
と
利
潤

と
の
合
計
が
当
該
資
本
の
取
得
す
る
総
利
益
を
な
す
。

数
字
を
当
て
巌
め
て
右
の
利
益
計
算
を
例
示
し
て
み
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

い
ま
仮
に
、
或
る
工
業
で
は
、
経
営
上
必
要
な

土
地
お
よ
び
作
業
場
等
の
価
額
と
、
こ
れ
を
用
い
て
生
崖
活
動
を
お
ζ

な
う
た
め
に
必
要
な
直
接
生
産
過
程
へ
の
投
下
資
金
額
と
が

(

9

)

(

4

)

 

額
で
あ
る
と
し
、
直
接
生
産
過
程
か
ら
獲
得
さ
れ
る
利
潤
は
直
接
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
た
資
金
量
の
二

O
ハ

l
セ
ン
ト
だ
と
し
て
み
よ

ぅ
。
資
金
一
、

0
0
0ポ
ン
ド
を
も
っ
て
経
営
を
始
め
る
と
し
て
、
士
地
お
よ
び
作
業
場
等
を
賃
借
す
る
場
合
は
、
直
接
生
産
過
程
に
一
、

0
0
0ポ
ン
ド
が
投
下
さ
れ
、

こ
れ
に
見
合
っ
て
賃
借
す
る
土
地
お
よ
び
作
業
場
等
の
価
額
も

一、

0
0
0ポ
ン
ド
で
あ
る
。
利
潤
は

0
0ポ
ン
ド
で
、
こ
の
中
か
ら
賃
借
料
五

0
ポ
ン
ド
が
支
払
わ
れ
る
か
ら
、
資
本
が
取
得
す
る
利
益
ば
一
五

0
ポ
ン
ド
と
な
る
わ
け
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
土
地
や
作
業
場
等
宕
所
有
す
る
場
合
は
、
そ
の
た
め
に
五

C
0ポ
ン
ド
が
投
下
さ
れ
、
残
り
五

ο
0ポ
ン
ド
が
直
接

生
産
過
程
に
投
下
さ
向
い
か
o

そ
こ
で
、
資
本
が
取
得
す
る
総
利
益
は
、
土
地
お
よ
び
作
業
場
等
へ
の
投
下
資
金
が
利
子
生
み
資
本
に
擬
制

さ
れ
て
生
ず
る
利
子
二
五
ポ
ン
ド
と
、
直
接
生
産
過
程
か
ら
得
ら
れ
る
利
潤
一

0
0ポ
ン
ド
と
の
合
計
、
す
な
わ
ち
一
二
五
ポ
ン
ド
と
な

る
も
ち
ろ
ん
、
個
別
資
本
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
、
投
下
資
金
の
構
成
を
は
じ
め
と
し
て
、
右
の
計
算
の
諸
要
素
は
様
々
で
あ
る
か
ら
、
こ

賃
借
と
所
有
の
比
較
計
算
の
結
果
も
ま
た
、
当
然
に
、
様
々
で
あ
り
、
条
件
如
何
に
よ
っ
て
は
賃
借
し
て
い
る

(
6
)
 

こ
と
が
不
利
な
場
合
も
生
じ
得
た
こ
と
は
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
い
。
経
営
者
は
こ
の
予
想
制
益
計
算
を
比
較
し
て
、
賃
借
か
所
有
か
の
選
択
の

れ
の
異
な
る
に
つ
れ
て
、



一
資
料
と
す
る
わ
け
で
い
め
る
が
、
現
実
に
は
既
に
見
た
よ
う
な
賃
借
上
の
諸
条
件
等
宕
勘
案
す
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
経
営
資
金
の
量
的

制
約
も
あ
る
の
で
、
右
の
計
算
の
単
純
な
比
較
の
み
で
意
思
決
定
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

(
1
)

後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
一
九
世
紀
半
ば
頃
に
な
る
と
、
幾
つ
か
の
重
要
な
経
済
的
条
件
が
新
た
に
加
わ
っ
て
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
前

半
ま
で
の
土
地
お
よ
び
作
業
場
等
賃
貸
借
に
関
す
る
条
件
な
い
し
情
況
が
、
こ
の
頃
を
境
と
し
て
大
き
く
変
化
し
始
め
た
。
だ
が
こ
の
点
は
、
さ
し

当
り
本
稿
の
取
扱
い
範
囲
外
の
問
題
で
あ
る
。

(
2
)

作
業
場
等
不
動
産
的
生
産
設
備
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
資
木
の
固
定
資
本
部
分
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
土
地
と
は
経
済
理
論
上
峻

別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
八
世
紀
当
時
は
、
こ
の
理
論
的
区
別
は
明
瞭
に
は
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
限
り
、
固
定
資
本
の
概
念
は
未
成
熟

で
あ
り
、
土
地
に
包
摂
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
後
段
を
参
照
。

(
3
)

土
地
お
よ
び
不
動
産
的
問
定
資
本
部
分
が
資
本
の
構
成
部
分
中
比
較
的
大
き
い
比
率
を
占
め
た
と
思
わ
れ
る
製
鉄
業
の
場
合
、
一
例
と
し
て
、

一
七
一
入
年
頃
の
コ
ウ
ル
ブ
ル
ッ
グ
デ
l
ル
製
鉄
所
で
は
次
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
土
地
お
よ
び
高
炉
そ
の
他
貯
水
池
等
々
不
動
産
的
固
定
資

本
は
総
計
二
、

O
四
二
ポ
ン
ド
余
(
前
掲
拙
者
、
一
五
四
|
六
、
一
五
八
頁
を
参
照
)
で
あ
り
、
之
に
対
し
て
各
種
労
働
用
具
を
初
め
、
原
料
、
製

品
在
岸
等
を
含
め
た
動
産
は
二
、
九
五
七
ポ
ン
ド
余
で
あ
り
、
な
お
こ
り
他
に
賃
銀
と
運
転
資
金
が
必
要
で
あ
ろ
う
(
同
、
一
七

O
i
一
頁
を
参
照
)
。

従
っ
て
こ
の
当
時
は
、
製
鉄
業
の
場
合
で
さ
え
、
土
地
お
よ
び
作
業
場
等
不
動
産
的
固
定
資
本
部
分
の
比
率
は
恐
ら
く
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
は

達
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
計
算
上
の
想
定
は
、
そ
れ
故
、
や
や
極
端
で
あ
る
。

(
4
)

製
鉄
業
の
場
合
、
一
七
三

0
年
代
に
は
、
作
業
場
等
を
賃
借
し
た
経
営
で
の
平
均
利
潤
率
は
大
体
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
っ
た
(
前
掲
拙

著
、
第
一
一
一
章
第
四
節
を
参
照
)
。
そ
の
他
個
別
事
例
に
つ
い
て
は
、
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等
を
見
よ
。

(
5
)

所
与
の
条
件
の
も
と
で
は
、
土
地
や
作
業
場
等
を
賃
借
す
る
場
合
に
較
べ
て
、
こ
れ
を
所
有
す
る
場
合
は
、
経
営
規
模
が
半
減
す
る
。
経
営
規

模
を
一
定
と
す
る
な
ら
ば
、
所
有
す
る
場
合
は
賃
借
す
る
場
合
の
三
倍
の
資
金
を
必
要
と
す
る
。

(
6
)

直
接
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
る
資
金
量
を
X
、
こ
れ
に
対
す
る
土
地
お
よ
び
作
業
場
等
不
動
産
的
固
定
資
本
部
分
の
価
額
の
比
率
を
K
(
パ
1

セ
ン
ト
)
、

X
を
用
い
て
獲
得
さ
れ
た
利
潤
の

X
に
対
す
る
比
率
を
P
(
パ
ー
セ
ン
ト
)
(
土
地
や
作
業
場
等
を
賃
借
す
る
場
合
は
、
資
金
全
額
が

イ
ギ
リ
ス
エ
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

一
四
五



イ
ギ
り
ス
工
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
上
び
土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

一
四
六

直
接
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
る
か
ら
、

P
は
貸
借
料
そ
支
払
う
前
の
当
該
資
本
の
利
潤
率
と
な
る
が
、
所
有
す
る
場
合
は
、

X
は
総
資
金
の
う
ち
の

一
部
で
あ
る
か
ら
、

P
も
ま
た
当
該
資
本
の
利
潤
率
を
現
わ
す
も
の
で
は
な
い
)
、
利
子
率
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
と
、
土
地
お
よ
び
作
業
場
等
を

賃
借
す
る
場
合
の
利
設
計
算
は
品
市
ー
ト
ロ
で
あ
り
、
所
有
す
る
場
合
の
利
益
計
算
は
ト

1
1
+卦
恥
同

こ
で
、
賃
借
す
る
方
が
利
議
が
大
で
あ
る
た
め
て
ま
、
可
町
内
V
河
川
阿
川
従
っ
て
、
、
!
日
(
同
十

N
)
V
O
が
満
足
さ
れ
る
P
と
K
の
組
合

l

i

H

+

同

せ
で
あ
れ
ば
良
い
こ
と
が
わ
か
る
。
利
子
率
を
I
と
す
れ
ば
勺
l

H

(
同
十
N
)
〉

O
と
な
る
。

P
が
利
子
率
の
(
内
十
日
)
倍
以
上
な
ら
ば
賃
借
が

有
利
で
あ
り
、
逆
に
そ
れ
以
下
の
場
合
は
賃
借
は
不
利
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
利
益
計
算
に
お
い
て
、
土
地
や
作
業
場
等
を
自
己
所
有
す
る
場
合
に
は
、
作
業
場
の
建
設
も
し
く
は
購
入
の
た
め
に
投

下
さ
れ
た
賃
金
は
、
形
式
上
、

土
地
購
入
に
投
下
さ
れ
た
資
金
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

こ
の
両
者
が
い
ず
れ
も
利
子
生
み
資
本
に
擬

制
さ
れ
て
、
擬
制
的
な
賃
貸
料
収
入
を
生
む
も
心
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
計
算
方
法
は
、

理
論
的
に
見
る
な
ら
ば
、
本
来
資
本
に
と

っ
て
そ
の
固
定
資
本
部
分
を
な
す
べ
き
作
業
場
等
が
、

「
土
地
」
か
ら
概
念
上
区
別
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
商
品
の
師
値
構
成
の
観
点
か
ら
も
、
生
産
過
程
に
お
い
て
価
値
移
転
を
す
べ
き
固
定
資
本
部
分
を
把
握
す
る
こ
と
な
く
、
従

っ
て
同
時
に
、
資
本
家
の
立
場
か
ら
お
こ
な
う
商
品
の
費
用
計
算
に
お
い
て
も
、
価
値
移
転
す
べ
き
固
定
資
本
の
価
額
(
減
価
部
分
)
が

費
用
価
格
の
構
成
要
素
と
な
る
の
で
は
な
く
て
、

土
地
と
同
称
、
擬
制
的
な
賃
借
料
が
費
用
価
格
に
計
上
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

は
、
正
に
文
字
通
り
賃
借
料
と
し
て
、

作
業
場
等
を
貸
借
し
て
い
た
場
合
に
は
、
同
定
資
本
概
念
が
甚
だ
形
成
さ
れ
に
く
か
っ
た
こ
と
は
、
号
一
日
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
こ
こ
で

地
代
と
共
に
、
作
業
場
等
の
使
用
料
を
地
主
に
支
払
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
資
本
家
の
計
算

で
は
、

こ
の
賃
借
料
が
商
品
の
告
用
価
格
に
入
り
込
む
の
で
あ
っ
て
、
披
に
と
っ
て
は
作
業
場
が
回
定
資
本
で
あ
ろ
う
と
土
地
の
一
部
で



あ
ろ
う
と
、
減
価
し
よ
う
と
、
す
ま
い
と
、

そ
れ
は
一
応
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
こ
こ
に
は
、
不
動
産
的
固
定
資
本
の
認

識
、
従
っ
て
そ
の
減
価
の
認
識
が
発
生
す
る
必
然
性
は
無
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

だ
が
、
こ
う
し
た
固
定
資
本
に
関
す
る
認
識
情
況
の
な
か
で
、

て
、
機
械
や
道
具
類
に
関
す
る
減
価
認
識
が
形
成
討
作
、
同
時
に
他
方
で
、
大
規
模
な
工
業
経
営
の
な
か
に
白
か
ら
土
地
や
作
業
場
を
所

一
方
で
工
業
経
営
資
本
に
お
い
て
固
定
資
本
部
分
が
次
第
に
庖
大
化
し

有
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
現
わ
れ
る
と
、
土
地
へ
の
投
下
資
金
と
作
業
場
等
不
動
産
的
固
定
資
本
へ
の
投
下
資
金
と
が
、
当
該
資
本
に
と

っ
て
、
性
質
の
異
な
っ
た
資
金
で
あ
る
こ
と
が
、
次
第
に
認
識
さ
れ
始
め
た
。
す
な
わ
ち
、

一
八
世
紀
末
頃
に
な
る
と
、
作
業
場
建
物
を

所
有
す
る
場
合
に
、

そ
れ
が
、
土
地
と
異
な
っ
て
、
価
値
を
年
々
減
ず
る
と
い
う
認
識
が
現
わ
れ
、

こ
の
認
識
を
損
益
計
算
に
導
入
し
始

め
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ソ
ホ
ウ
・
エ
ン
ジ
シ
製
造
所
で
、
損
益
計
算
の
た
め
の
会
計
帳
簿
の
借
方
に
、
少
な
く
と
も
一
七
八
七
年
以

降
、
『
建
物
の
価
値
の
減
少
分
(
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
誌
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

(
価
値
減
少
〔
分
〕
J
〉
』
と
し
て
毎
年
計
上
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
七
九
五
年
以
降
は
、

『
建
物
に
対
す
る
利
子

こ
れ
を
年
々
経
営
上
の
支
出
と
し

〈日〉

て
計
上
し
、
補
填
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
建
物
に
つ
い
て
の
減
価
償
却
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

建
物
の
減
価
を
認
め
、

(
7
)

い
わ
ゆ
る

4
2白
司
自
一
色
仲
間
号
が
そ
れ
で
あ
る
。
当
時
機
械
類
が
ど
の
程
度
の
使
用
に
耐
え
る
か
と
い
う
こ
と
は
経
験
的
に
広
く
知
ら
れ
て
い

た
。
例
え
ば
靴
下
製
造
業
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ニ
l
ド
は
、
『
太
物
編
機
は
六

l
七
年
毎
に
修
理
を
必
要
と
し
、
も
し
徒
弟
が
使
っ
た
場
合
に
は
二

l

三
年
で
修
理
を
要
す
る
』
、
と
述
ぺ
て
い
る
(
河
・

ω・
E
2
0ロ
h
r
k
p
・M
M

・4
『
包
目
当
0
3
y
、同，
Z
ω
可
ロ
江
田
宮
内
回
同
町
四
〉
長
唱
同
日
m
v
F
司・日町)。

こ
の
よ
う
な
経
験
に
基
づ
い
て
、
例
え
ば
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
オ
ウ
ル
ド
ノ
ウ
は
、
『
機
械
装
置
の
レ
シ
ト
あ
る
い
は
利
子
』
ま
た
は
『
摩
耗
』
費
を
、

商
品
の
費
用
計
算
に
際
し
て
、
費
用
価
格
の
一
項
目
と
し
て
計
上
し
て
お
り
(
の
-
Cロ唱宮・

8
・
nF-
唱・

5
3、
ソ
ホ
ウ
・
エ
ン
ジ
ン
製
造
所

で
も
『
機
械
装
置
の
摩
耗
』
な
る
費
目
が
、
損
益
計
算
の
た
め
の
会
計
帳
簿
に
年
々
掲
げ
ら
れ
て
い
た
(
開
・
河
口
-
-
w
o
u
・

nx・
・
〉

3
・
M
M
H
)
。

こ
う
し
た
生
産
設
備
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
取
扱
う
予
定
で
あ
る
。
な
お
註
(
日
)
を
参
照
。

イ
ギ
リ
ス
エ
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

一
四
七



イ
ギ
リ
ス
エ
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

一
四
八

(
8
)
 

(
9〉
(
印
)

開
-
H
N
O
-
-
w
C旬
・
門
戸
沖
-
w
k
r
u巴
・
嗣
-

H
E
P
-
K
M匂
℃
・

M
M
H
-

g
E
-
u
E
-
H
N
U
l
l
A
H・

さ
て

こ
う
し
て
作
業
場
等
不
劫
産
的
問
定
資
本
に
つ
い
て
、
そ
の
減
価
が
認
識
さ
れ
る
と
、
作
業
場
等
を
宵
借
す
ろ
か
所
有
す
る
か

の
判
断
に
際
し
て
、

上
に
述
べ
た
如
き
旧
来
か
ら
の
比
較
計
算
方
法
と
会
計
処
理
で
は
事
態
に
対
応
し
得
な
く
な
る
。
何
故
な
ら
、
作
業

場
等
に
按
下
さ
れ
た
資
金
は
、
例
え
ば
γ
ホ
ウ
・
エ
ン
ジ
ン
製
造
所
の
会
計
帳
簿
に
見
ら
れ
る
如
く
、
年
々
そ
の
価
値
そ
減
じ
て
お
り
、

と
の
減
価
分
は
商
品
の
資
用
価
格
の
う
ち
に
佃
値
移
転
す
る
と
共
に
、
会
計
上
は
減
価
償
却
さ
れ
て
ゆ
く
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
資
金

は
、
原
則
と
し
て
減
価
し
な
い
土
地
と
伺
様
に
利
子
生
み
資
本
と
し
て
自
己
増
殖
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
従
っ
て
土
地
へ
の
投
下

資
金
と
同
一
の
会
計
処
型
は
出
来
ず
、
会
計
上
別
の
項
目
に
独
立
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、

f
h
u

応
な
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

た
だ
、
先
に
触
れ
た
ソ
ホ
ウ
・
エ
ン
ジ
シ
製
造
所
の
帳
簿
で
は
、
年
々
の
減
価
額
が
『
年
五
。
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
』
と
し
て
算
出
さ

れ
、
そ
う
し
た
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
は
減
価
償
却
の
計
算
の

基
礎
が
、
建
築
物
の
耐
周
年
数
で
は
な
く
て
、
利
子
市
中
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
利
子
に
等
し
い
額
だ
け
建
造
物
が
年

々
減
価
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
建
造
物
を
賃
借
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
の
、

そ
の
賃
借
料
に
等
し
い
頼
だ
け
減
価
す
る
こ
と
に
他
な

ら
な
い
こ
と
は
、

上
来
述
べ
来
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
建
造
物
価
積
に
利
子
市
中
を
乗
じ
て
得
た

額
だ
け
そ
の
建
造
物
が
減
価
す
る
と
算
定
し
て

こ
れ
を
損
益
計
算
に
際
し
て
製
造
費
用
に
算
入
す
る
と
い
う
操
作
は
、
実
は
、

そ
の
作

.
業
坊
を
賃
借
経
営
し
て
、
賃
借
料
を
製
造
骨
一
周
に
算
入
す
る
ζ

と
と
、
技
術
的
に
は
全
く
開
じ
操
作
で
あ
り
、
古
市
た
、
他
の
条
件
が
同
一



な
ら
ば
、
算
出
さ
れ
る
費
用
価
格
も
損
益
も
同
一
の
数
字
に
な
る
害
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

固
定
資
本
は
本
来
耐
周
年
数
の
範
囲
内
で
年
々
価
値
を
減
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
利
子
率
な
み
に
減
価
す
る
必
然
性
は
存

在
し
な
い
。
そ
こ
で
、

さ
き
の
ソ
ホ
ウ
・
エ
ン
ジ
ン
製
造
所
の
場
合
に
建
造
物
の
年
々
の
減
価
を
『
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
』
と
し
て

把
握
し
て
い
る
こ
と
は
、
固
定
資
本
の
減
価
が
認
識
さ
れ
始
め
て
い
な
が
ら
、

し
か
も
そ
の
会
計
的
処
理
方
法
が
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る

と
い
う
情
況
の
も
と
で
、

さ
し
当
り
、
当
時
支
配
的
で
あ
っ
た
賃
借
経
営
の
経
営
条
件
に
見
合
う
様
に
、

そ
れ
に
準
え
て
、
年
々
の
摩
耗

の
度
合
を
価
額
表
示
す
る
に
当
っ
て
、
賃
借
料
な
み
の
率
、
従
っ
て
利
子
率
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
み
た
の
だ
、
と
言
え
よ
う
。
だ
が
そ
れ

に
し
て
も
、
作
業
場
等
不
動
産
的
固
定
資
本
に
投
下
さ
れ
た
資
金
は
、
利
子
を
生
む
の
で
は
な
く
て
、
逆
に
年
々
減
価
し
、
こ
の
減
価
分

は
損
益
計
算
に
際
し
て
支
出
に
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

(
日
)

実
な
の
で
あ
る
。

と
い
う
減
価
償
却
の
思
想
が
成
立
し
た
こ
と
は
、

十
分
に
注
目
す
べ
き
事

こ
の
よ
h

つ
に
し
て
、

一
度
固
定
資
本
概
念
お
よ
び
減
価
償
却
の
認
識
が
形
成
さ
れ
る
と
、
作
業
場
等
を
産
業
資
本
に
賃
貸
し
て
い
た
地

主
に
対
し
て
も
、
当
然
に
、
賃
貸
料
算
出
上
、
そ
の
影
響
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
何
故
な
ら
、

地
主
は
利
子
収
入
た
る
賃
貸
料
収
入
を

期
待
し
て
作
業
場
等
を
賃
貸
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

言
わ
ば
そ
の
元
本
と
も
さ
一
口
う
べ
き
作
業
場
等
が
年
々
減
価
し
て
ゆ
く
こ
と
を
知
っ
た

以
上
は
、
こ
れ
を
何
等
か
の
方
法
で
償
却
す
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
、
賃
貸
料
が
作
業
場
建
設
等
投
下
元
本
に
対
す
る
利
子
収
入
た
る

実
質
を
持
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
地
主
は
こ
の
減
価
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
賃
貸
対
象
価
額
に
利
子
率
を
乗
じ
て
得
た
旧
来

の
賃
貸
料
額
の
他
に
、

こ
れ
に
減
価
分
を
償
却
す
る
た
め
の
金
額
を
上
積
み
し
た
合
計
額
を
も
っ
て
新
た
な
賃
貸
料
と
し
て
要
求
す
る
と

と
に
な
ろ
う
。
従
っ
て
、
減
価
償
却
思
想
が
発
生
す
る
以
前
と
比
較
す
る
と
、

そ
れ
以
後
は
、
他
の
諸
条
件
を
同
一
と
す
れ
ば
、
作
業
場

等
を
自
己
所
有
し
て
経
営
す
る
場
合
に
対
す
る
賃
借
経
営
の
経
済
的
有
利
性
の
度
合
は
、
相
対
的
に
低
下
せ
ざ
る
を
得
な
〈
な
ろ
う
。

イ
ギ
リ
ス
ヱ
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

四
九



イ
ギ
リ
ス
工
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

一五

O

'
も
っ
と
'
も
、

一
九
世
紀
前
半
ご
ろ
ま
で
は
、

ま
さ
に
作
業
場
賃
借
経
営
が
支
配
的
で
あ
っ
て
、

そ
の
自
己
所
有
経
営
が
産
業
資
本
の
支

配
的
な
経
営
方
法
で
は
な
か
っ
た
が
た
め
、
未
だ
減
価
償
却
認
識
お
よ
び
そ
の
会
計
技
術
が
発
達
す
る
必
然
性
に
乏
し
く
、
従
っ
て
そ
の

未
成
熟
の
故
に
、

か
か
る
減
価
償
却
思
想
の
作
業
場
賃
借
経
営
へ
の
影
響
は
、
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(

U

)

会
計
学
に
お
い
て
は
、
通
例
、
減
価
償
却
は
、
産
業
革
命
終
了
後
、
一
九
世
紀
一
二

0
年
代
以
後
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
鉄
道
業
に
そ
の
起
源
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
鉄
道
業
は
、
当
時
、
技
術
的
に
も
経
営
的
に
も
最
高
か
つ
最
新
の
、
そ
し
て
し
か
も
固
定
資
本
を
最
も
大
量
に
用
い

る
重
要
産
業
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
こ
こ
に
真
先
に
減
価
償
却
の
必
要
が
強
く
認
識
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
無
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
し
て
事

.
実
、
そ
の
後
一
九
世
紀
前
半
の
う
ち
に
、
鉄
道
業
は
様
々
の
会
計
制
度
を
試
行
錯
誤
的
に
生
み
出
し
な
が
ら
、
や
が
て
い
わ
ゆ
る
複
会
計
制
度
を
作

り
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
木
村
和
三
郎
、
減
価
償
却
研
究
(
特
に
一
七
頁
)
、
中
村
万
次
、
減
価
償
却
政
策
、
五

l
一
八
頁
、

成
田
修
身
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
減
価
償
却
の
生
成
と
展
開
(
経
理
知
識
、
四
六
号
、
八
五
l
一
一
四
頁
)
、
〉
・
。
・

H
L
E
m
g
p
包
-
w
ω
Z品
目
町
田

山
口
岳
巾
間
四
国
件
。
与
え
〉
n
n
o
gロ
民
国
関
等
を
見
ょ
。
と
の
他
、
右
の
問
題
を
含
め
広
く
工
業
会
計
の
視
点
か
ら
の
示
唆
に
富
む
研
究
と
し
て
、
宮
上

一
男
、
イ
ギ
リ
ス
工
業
会
計
発
達
史
(
藤
田
敬
三
編
「
世
界
産
業
発
達
史
研
究
」
所
収
)
、
同
氏
、
工
業
会
計
制
度
の
研
究
、
出
・
戸
国
民
民
間
-P

〉
2
2
5日ロ
m
h
〉・。・

E
E
m
g
p
〉
n
n
oロ
ロ
江
口
間
同
4
0
E
昨日
0
口同

OHUCC
等
を
参
照
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
諸
制
度
は
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
し
、
そ
の
制
度
史
的
研
究
も
ま
た
極
め
て
興
味
深
い
も
の
で
は
あ

る
が
、
減
価
償
却
の
歴
史
的
考
察
に
あ
た
っ
て
の
当
面
の
私
の
関
心
は
、
制
度
と
し
て
確
立
し
た
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
も
の
と
し
て
記
述
さ
れ

た
、
償
却
制
度
の
追
跡
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
私
の
関
心
は
、
従
来
「
土
地
」
に
包
摂
さ
れ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
作
業
場
建
物
や
諸
生
産
施
設
な
ど

不
動
産
的
固
定
資
本
が
、
「
土
地
」
か
ら
分
離
独
立
し
た
概
念
と
し
て
成
立
す
る
過
程
を
会
計
的
に
表
現
す
る
限
り
で
の
減
価
償
却
思
想
の
歴
史
的

形
成
過
程
に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
う
し
た
制
度
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
固
定
資
本
に
つ
い
て
の
認
識
の
形
成
過
程
と
、
個
別
資
本
に
対
す
る
そ
の
経
済

的
影
響
に
つ
い
て
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
減
価
償
却
の
歴
史
を
見
る
時
、
そ
れ
が
制
度
的
に
定
着
す
る
の
は
、
研
究
史
の
教

え
る
所
に
従
っ
て
、
鉄
道
業
を
も
っ
て
鳴
矢
と
す
る
と
し
て
も
、
減
価
償
却
思
想
そ
の
も
の
の
形
成
は
、
鉄
道
業
の
出
現
よ
り
も
ず
っ
と
古
く
、
上

述
の
如
く
、
恐
ら
く
一
八
世
紀
の
第
四
四
半
期
、
一
方
に
お
い
て
固
定
資
本
が
漸
く
蕗
大
化
し
、
他
方
に
お
い
て
先
進
的
諸
経
営
の
中
に
も
作
業
場

等
を
自
己
所
有
す
る
も
の
が
出
現
し
た
時
期
に
お
い
て
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て
誤
ま
り
あ
る
ま
い
。



な
お
一
言
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
て
こ
と
に
形
成
さ
れ
て
来
る
減
価
償
却
技
術
が
、
一
八
位
紀
前
半
に
成
立
し
た
原
価
計
算
技
術
(
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、
第
一
二
章
第
四
節
を
参
照
)
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
資
本
の
会
計
技
術
は
、
や
が
て
、
廃
大
な
固
定
資

本
を
必
要
と
す
る
工
場
制
度
に
よ
く
対
応
し
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
か
し
、
一
人
世
紀
末
な
い
し
一
九
世
紀
初
顎
に
は
な
お
、
例
え

ば
上
述
の
ソ
ホ
ウ
・
エ
ン
ジ
ン
製
造
所
の
場
合
に
も
見
ら
れ
る
様
に
、
会
計
技
術
の
観
点
か
ち
見
て
、
産
業
資
本
の
会
計
は
、
減
価
償
却
在
初
歩
的

に
せ
よ
導
入
し
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
棚
卸
計
算
に
基
づ
い
た
商
業
簿
記
の
範
酒
を
出
る
も
の
で
は
な
が
っ
た
。
資
本
の
構
成
部
分
の
中
で
、
長
期

間
に
亙
る
償
却
を
必
要
と
す
る
固
定
資
本
部
分
の
著
し
い
増
大
と
い
う
、
商
業
簿
記
で
は
包
摂
し
切
れ
な
い
事
態
が
出
現
し
、
や
が
て
支
配
的
に
な

っ
た
時
に
、
資
本
の
会
計
上
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
新
事
態
に
対
応
す
る
会
計
技
術
と
し
て
、
工
業
簿
記
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ

ヲ
匂
。

第
六
節

作
業
場
等
の
賃
貸
借
制
の
経
済
的
意
義

資
本
が
工
業
経
営
活
動
を
お
こ
な
う
た
め
に
は
、
生
産
に
必
要
な
道
具
や
機
械
装
置
そ
の
他
諸
設
備
、

そ
れ
を
収
容
す
る
作
業
場
建
物

や
敷
地
が
前
も
っ
て
準
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
市
民
革
命
後
、

一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
産

業
資
本
は
、

こ
れ
等
工
業
用
生
産
設
備
な
ら
び
に
敷
地
を
ば
、

以
上
に
見
て
来
た
如
き
諸
条
件
の
も
と
で
、
貸
借
し
て
生
産
活
動
を
営
む

の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
土
地
お
よ
び
作
業
場
等
賃
貸
借
制
が
、
当
時
の
産
業
資
本
の
発
達
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
経
済
的

効
果
と
意
義
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
、
以
上
に
述
べ
て
来
だ
諸
事
実
か
ら
、

こ
こ
に
取
り
纏
め
て
見
る
な
ら
ば
、

お
よ
そ
次
の
如
き
諸
点

を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
土
地
作
業
場
等
を
賃
借
し
て
経
営
す
る
場
合
に
は
、
地
主
に
対
し
て
作
業
場
等
の
価
額
に
利
子
率
を
乗
じ
た
程
度
の
賃

イ
ギ
リ
ス
エ
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

一
五



イ
ギ
リ
ス
工
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

一
五

借
料
を
支
払
え
ば
、

そ
れ
で
尼
大
な
価
額
の
作
業
場
等
を
保
有
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
仮
に
経
営
規
模
を
一
定
同
一
の
大
き
さ

と
し
て
、

そ
の
作
業
場
等
を
賃
借
し
て
経
営
す
る
場
合
と
、
こ
れ
か
-
自
己
所
有
し
て
経
営
す
る
場
合
と
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
所
要
資
金

は
賃
借
経
営
の
場
合
に
は
遥
か
に
少
量
で
足
り
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
産
業
革
命
期
に
至
る
ま
で
広
範
に
存
在
し
て
い
た
独
立
小
生

産
者
や
、
あ
る
い
は
僅
か
ば
か
り
の
資
金
を
貯
え
得
た
賃
労
働
者
は
、
容
易
に
作
業
場
等
を
賃
借
保
有
し
て
、

工
業
経
営
者
と
な
り
得
た

し
、
さ
ら
に
、
先
に
見
た
如
き
有
利
な
賃
借
諸
条
件
を
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
努
力
の
次
第
で
は
、
大
規
模
な
経
営
を

展
開
す
る
こ
と
も
、

さ
し
て
困
難
で
は
な
か
っ
た
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
土
地
お
よ
び
作
業
場
等
の
賃
貸
借
制
は
、

一
八
世
紀
当
時
に
お

い
て
は
、

マ
ニ
ュ
フ
ァ
グ
チ
ャ

1
期
の
階
級
分
解
の
特
徴
的
現
象
た
る
社
会
的
対
流
現
象
の
言
わ
ば
触
媒
と
し
て
、

そ
の
上
昇
流
を
円
滑

化
す
る
作
用
念
持
っ
て
い
た
も
の
な
の
で
あ
り
、

そ
う
し
た
筋
道
を
通
し
て
、
産
業
資
本
の
小
生
産
者
的
発
展
傾
向
を
媒
介
促
進
し
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
仮
に
一
定
量
の
資
金
を
も
っ
て
工
業
経
営
を
始
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
土
地
や
作
業
場
等
を
自
己
所
有
し
て
経
営
す
る
時

ム
口
に
は
、

に
は
、
土
地
や
作
業
場
等
の
購
入
あ
る
い
は
建
設
の
た
め
に
大
量
の
資
金
を
投
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
、
伊
量
一
借
経
営
す
る
場

そ
う
し
た
資
金
投
下
の
必
要
は
無
く
、
所
有
資
金
を
ば
挙
げ
て
直
接
生
産
過
程
に
投
下
し
得
た
。
従
っ
て
当
然
に
、
賃
借
経
営

の
場
合
は
、

そ
れ
だ
け
大
き
な
生
産
規
模
で
経
営
活
動
を
お
こ
な
い
得
た
筈
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
賃
借
経
営
の
場
合

は
、
自
己
所
有
の
場
合
に
較
べ
て
、
同
一
量
の
資
金
で
よ
り
大
き
い
生
産
手
段
を
支
配
し
得
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
結

果
、
当
時
の
諸
条
件
の
も
と
で
は
、
通
例
、
賃
借
経
営
を
す
る
方
が
よ
り
高
い
利
益
率
を
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
作
業

場
等
賃
貸
借
制
は
、
産
業
資
本
の
集
積
の
可
能
性
を
増
大
せ
し
め
る
作
用
を
持
つ
と
共
に
、

一
資
本
の
許
へ
の
生
産
手
段
の
集
中
掌
握
を

組
進
す
る
機
能
を
も
果
し
た
と
言
え
よ
う
。



第
一
ニ
。
作
業
場
建
物
や
高
炉
、
水
車
、
・
あ
る
い
は
貯
水
池
等
々
、
総
じ
て
不
動
産
的
性
格
の
も
の
と
は
言
え
、

こ
れ
等
生
産
設
備
を
も

賃
借
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
資
本
が
本
来
な
ら
ば
自
己
資
金
を
投
下
し
て
、
回
定
資
本
と
し
て
所
有
す
べ
き
財
を
ば
、
自
己
所
有
せ

ず
に
賃
借
し
た
と
と
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
れ
は
、
同
定
資
本
と
し
て
投
下
さ
る
べ
き
資
金
を
現
物
形
態
で
賃
借
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な

ぃ
。
作
業
場
敷
地
の
賃
借
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
が
土
地
を
購
入
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
た
め
の
投
下
資
金
は
、
土

地
に
固
定
化
さ
れ
る
や
、
資
本
の
会
計
計
算
上
は
、
利
子
生
み
資
本
に
擬
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

資
本
は
士
地
価
額

だ
け
の
資
金
を
利
子
生
み
資
本
と
し
て
投
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

こ
の
土
地
を
賃
借
す
ろ
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
土
地
価

額
に
相
当
す
る
資
金
を
、
従
っ
て
本
来
利
子
生
み
資
本
と
し
て
投
下
さ
る
べ
き
金
額
に
相
当
す
る
資
金
を
ば
、
現
物
形
態
で
借
入
す
る
こ

と
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

右
の
関
部
を
賃
貸
者
た
る
地
主
の
側
か
ち
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
所
有
す
る
作
業
場
等
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
土
地
に
し
て
も
、
客
観
的

に
は
い
ず
れ
も
貸
付
資
本
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、

た
だ
そ
れ
が
貨
幣
で
は
な
く
て
現
物
形
態
を
取
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
土
地
や
作
業
場
等
の
賃
貸
は
、
地
主
に
よ
る
産
業
資
本
へ
の
現
物
形
態
で
の
長
期
工
業
金
融
に

他
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

し
か
も
、
先
に
見
た
如
く
賃
借
者
に
極
め
て
有
利
な
諸
条
件
の
下
で
、

そ
の
賃
借
料
が
、
賃
借
物
件
何
額
の
ほ
ぼ
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い

ぅ
、
当
時
の
産
業
資
本
が
許
容
せ
る
法
定
最
高
利
子
率
な
み
に
算
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
か
}
賃
借
す
る
側
に
し
て
み
れ

ば
、
ま
さ
に
低
利
の
工
業
金
融
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
か
く
て
作
業
場
等
の
賃
貸
借
制
は
、

ま
さ
し
く
資

本
主
義
的
工
業
金
融
た
る
意
義
を
持
ち
得
た
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
法
定
最
高
利
子
率
は
、

こ
う
し
た
形
で
も
、
産
業
資
木
の
発
達
を
金

融
的
に
掩
護
促
進
す
る
役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
ヱ
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

五



イ
ギ
リ
ス
ヱ
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

一
五
回

第
四
。
地
主
に
よ
る
産
業
資
本
に
対
す
る
工
業
金
融
は
、
賃
借
者
た
る
産
業
資
本
が
自
己
の
資
金
を
投
下
し
て
建
設
し
た
作
業
場
や
各

種
不
動
産
的
生
産
設
備
を
ば
、
特
定
の
時
期
に
地
主
が
買
取
り
、

も
し
く
は
所
有
権
移
転
に
伴
う
補
償
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

さ

ら
に
徹
底
さ
れ
、
完
備
し
た
体
制
そ
整
え
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
買
取
り
乃
至
補
償
は
、
個
別
産
業
資
本
の
成
長
の
過
程
に
お
い

て
生
じ
た
固
定
資
本
の
増
大
部
分
を
ば
、
爾
後
的
に
地
主
が
買
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
旦
は
固
定
資
本
と
し
て
国
定
化
さ
れ
て
し
ま
っ

た
資
金
を
ば
、
現
物
形
態
か
ら
解
放
し
て
現
金
の
経
営
資
金
と
し
た
。
こ
の
結
果
、

一
方
で
経
営
規
模
の
拡
大
に
比
較
し
て
相
対
的
に
は

産
業
資
本
の
固
定
資
本
負
担
を
著
し
く
軽
減
せ
し
め
る
と
共
に
、
同
時
に
他
方
で
、
現
金
形
態
に
解
放
さ
れ
た
資
金
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
産
業
資
本
は
、
さ
ら
に
新
た
な
作
業
場
や
機
械
装
置
な
ど
を
建
設
し
、
購
入
し
、

ま
た
新
作
業
場
を
賃
借
し
て
、
経
営
規
模
を
一
挙

に
拡
大
し
得
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

産
業
資
本
は
、

こ
う
し
て
、

一
度
集
積
も
し
く
は
集
中
に
よ
っ
て
得
た
資
金
を
追
加
投
資
し
て
固
定
資
本
と
な
し
た
後
、

そ
の
資
金
全

量
の
価
値
移
転
の
完
了
を
待
つ
こ
と
な
く
、

こ
れ
を
現
金
化
し
、

そ
の
資
金
に
よ
っ
て
新
た
に
経
営
規
模
の
拡
張
を
お
こ
な
い
得
る
の
で

あ
る
か
ら
、
産
業
資
本
に
と
っ
て
集
積
あ
る
い
は
集
中
の
効
果
は
そ
れ
だ
け
倍
加
し
、
支
配
し
得
る
生
産
手
段
の
量
も
倍
加
し
よ
う
。
従

っ
て
、
買
取
り
乃
至
補
償
は
、

そ
の
結
果
、
産
業
資
本
の
急
速
な
成
長
を
促
進
す
る
効
果
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
個
々
の
買
取
り
ゃ
補
償
が
そ
れ
だ
け
で
直
ち
に
工
業
金
融
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
買
取
り
後
に
、

そ
の

買
取
っ
た
作
業
場
な
り
生
産
設
備
が
、
再
び
旧
所
有
者
に
賃
貸
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
新
た
な
賃
借
者
に
賃
貸
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

個
別
的
に
か
社
会
的
に
か
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
買
取
り
乃
至
補
償
は
、
産
業
資
本
に
対
す
る
地
主
の
工
業
金
融
た
る
意
味
を
持
つ
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
先
に
触
れ
た
コ
ウ
ル
ブ
ル
ッ
グ
デ
l
ル
製
鉄
所
の
事
例
の
如
く
、
産
業
資
本
が
所
有
せ
る
土
地
を
売
却
し

て
、
爾
後
そ
れ
を
賃
借
す
る
と
い
う
場
合
に
も
当
て
巌
ま
る
。



第
五
。
地
主
が
産
業
資
本
に
土
地
や
作
莱
場
等
を
賃
貸
す
る
場
合
の
諸
条
件
は
、
先
に
詳
し
く
考
察
し
た
よ
う
に
、

ど
一
方
的
と
一
一
一
一
μ

っ
て
差
支
え
な
い
穫
に
、
賃
借
者
た
る
産
業
資
本
に
と
っ
て
有
利
に
取
り
快
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
市
民
革
命
以
前
の

一
般
に
、

ほ
と
ん

佳
貝
貸
借
関
係
と
比
較
し
て
見
る
な
ら
ば
、
市
民
革
命
以
後
に
は
、

ま
さ
に
、
産
業
資
本
が
地
主
そ
こ
う
し
た
点
で
も
従
属
せ
し
め
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
持
に
、
員
貸
料
が
法
定
最
高
利
子
率
を
基
準
と
し
て
算
定
さ
れ
、
地
主
は
そ
れ
を
甘
受

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、

地
主
が
産
業
資
本
に
従
属
せ
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
、

以
上
に
見
た
如
き
土
地
お

よ
び
作
業
場
等
の
賃
貸
借
制
は
、
産
業
資
本
へ
の
地
主
の
従
属
形
態
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

市
民
革
命
後
、

一
八
世
紀
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
グ
チ
ャ

i
の
類
稀
な
成
長
、

そ
し
て
産
業
革
命
を
遂
行
し
つ
つ
、

一
九
世
紀
半
ば
、

ヴ
ィ
グ
ト
リ
ア
時
代
に
ま
で
一
主
る
、

イ
ギ
リ
ス
の
産
某
資
本
の
あ
の
順
調
か
っ
急
激
な
発
達
の
金
融
的
準
備
と
支
援
は
、
資
本
集
中
形
態

曹
と
し
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
な
基
礎
と
し
つ
つ

一
方
に
お
い
て

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
そ
重
心
に
据
え
た
資
本
主
義
的
金
融
制

度
、
そ
し
て
テ
イ
ラ
ー

H
R
イ
ド
銀
行
を
初
め
と
す
る
地
方
銀
行
の
活
躍
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
と
共
に
、
他
方
同
時
に
、

以
上
に
見
た
如

き
、
地
主
に
よ
る
長
期
工
業
金
融
の
形
で
も
お
乙
な
わ
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
乙
と
は
、
銘
記
す
い
へ
き
で
あ
ろ
う
c

そ
し
て
、

な
土
地
お
よ
び
作
業
場
等
の
賃
貸
借
制
を
通
じ
て
、
市
民
革
命
以
後
一
九
世
紀
半
ば
に
至
る
ま
で
、
地
主
と
産
業
資
本
と
は
、
極
め
て
密

こ
の
よ
〉
つ

接
な
利
害
闘
係
左
持
っ
て
い
た
わ
け
な
の
で
あ
る
。
産
業
資
本
の
側
か
ら
は
能
動
的
に
、

地
主
の
側
か
ら
は
受
動
的
に
、

こ
の
関
係
は
安

定
を
保
つ
よ
う
に
努
力
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

上
に
見
た
如
く
地
主
が
産
業
資
本
に
従
属
奉
仕
す
る
限
り
に
お
い
て
、

産
業
資
本
は
地
主
を

ば
工
業
金
融
の
一
担
い
手
と
し
て
必
要
と
し

そ
の
限
り
経
済
的
に
、
従
っ
て
ま
た
政
治
的
に
も
、
産
業
資
本
は
地
主
と
連
携
し
得
る
地

イ
ギ
リ
ス
エ
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

一
五
五



イ
ギ
リ
ス
工
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
の
展
開
と
そ
の
意
義

盤
を
見
出
し
た
筈
で
あ
る
。

一
五
六

な
お
、
土
地
お
よ
び
作
業
場
等
の
賃
借
経
営
の
展
望
と
し
て
、
以
上
に
見
た
諸
事
実
並
び
に
考
察
か
ら
、
次
の
よ
う
に
号
一
守
え
よ
う
。
す

な
わ
ち
、
諸
個
別
資
本
の
許
に
余
剰
資
本
が
大
量
か
つ
恒
常
的
に
生
み
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
時
、

ま
た
、
企
業
形
態
と
し
て
株
式
会
社
が

普
及
し
て
、

土
地
お
よ
び
作
業
場
等
不
動
産
的
設
備
が
持
分
資
本
の
形
で
売
買
譲
渡
可
能
と
な
っ
た
時
、
賃
借
経
営
の
利
潤
率
と
利
子
率

お
よ
び
使
用
資
本
の
う
ち
土
地
と
不
動
産
的
生
産
設
備
が
占
め
る
比
率
の
諸
関
連
で
、
作
業
場
等
の
賃
借
経
営
が
必
ず
し
も
有
利
で
は
な

い
情
況
が
長
期
化
し
た
時
、

そ
し
て
ま
た
、
減
価
償
却
の
認
識
が
普
及
し
て
、
こ
の
菌
か
ら
も
賃
借
経
営
の
有
利
さ
が
相
対
的
に
減
少
し

て
し
ま
っ
た
時
に
、
産
業
資
本
発
達
史
上
に
以
上
見
て
来
た
如
き
意
義
を
持
ち
役
割
を
果
し
た
土
地
お
よ
び
作
業
場
等
の
賃
借
経
営
は
、

や
が
て
長
期
工
業
金
融
と
し
て
の
重
要
性
を
失
な
い
、
消
滅
に
向
う
の
で
あ
る
。

本
論
文
は
昭
和
三
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。
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